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●　ゾーニング計画

　周辺地域の景観との調和に配慮するとともに、安全面、自然環境面への影響を考慮した施設配置を実現するため、
施設ゾーン、里山保全ゾーンから構成しています。
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●　施設配置

４

施設整備の基本目標

　「安全・安心」及び「地域や自然との調和」
を踏まえ、周辺環境に影響を及ぼさない処分場
を造ることを基本的な考えとします。

■■

施設配置の基本方針

　建設地の地形を有効利用し、改変をできるだけ抑えることにより、地域生態系
への負担を軽減するとともに、周辺環境との融和を図った施設配置とします。

■■



■ 浸出水集排水設備

　埋立地内の水を集めるための
管を埋設し、浸出水を集めます。

被覆施設

　自然降雨を完全に排除し、
ごみの飛散、害虫・害獣の
侵入を防ぎます。
　また、屋根から自然光を
取り入れ照明電力を節減し
ます。

前処理・浸出水処理施設

防災調整池

　埋立地の周辺に降った
雨水が一度に下流の川に
流れ出さないようにする
ことで洪水を防止するた
めの施設です。

管理棟

埋立地

　最終処分場の施設や設備
を管理するとともに、環境
監視の情報などを公開する
ための施設です。
　屋根に太陽光発電設備を
設置し、照明用電力の一部
として利用します。

貯留構造物

　埋立てた廃棄物を貯留する
ために設置する構造物です。

　前処理施設は、廃棄物の洗浄により汚れの洗い
出しを行い、埋立地の早期安定化を図ります。
　浸出水処理施設は、前処理施設で洗浄された水
と埋立地内へ散水した水を浸出水集排水設備に集
め、高度に処理し、洗浄水と散水用水に循環利用
を行います。

　廃棄物を埋立処分する場所です。
　埋立は廃棄物とこれを覆う土砂を
交互に入れる「サンドイッチ方式」
を採用し、粉じんや悪臭の発生を
防止します。

投入施設

　前処理施設で洗浄された廃棄物
を貯留構造物に投入する施設です。

●　各施設の役割＜施設ゾーン＞
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■■ ■■
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■■
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●　主な構造物＜施設ゾーン＞

貯留構造物及び被覆施設

■ 被覆施設

鉄骨造
１３２ｍ(長さ)×９８ｍ(幅)×６.１ｍ(軒高)

貯留構造物

　貯留構造物の平面形状は１２９.５ｍ×４７ｍ×２槽
とします。深さは１５.７ｍで鉄筋コンクリートピット
形式を採用しています。

浸出水集排水設備

　貯留構造物内の水を速やかに集めるために、有孔波状管+単粒度砕石巻立
の構造とします。

■■

■■

６

多重遮水工及び漏水検知システム

　側壁、底版は水密性、強度、耐久性において十分な遮水機能を有しますが、
より安全性を向上させるために、底面を２重、壁面を１重の遮水シートで内面
を覆います。さらに、遮水工が破損した場合は、迅速に検知できるシステムを
設けます。
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■ 散水設備

　埋立廃棄物の安定化、投入時の粉じん
飛散を抑制するため、散水を行います。

人工散水

埋立てられた廃棄物

浸出水集排水管

覆土

廃棄物

砕石
保護土

調整コンクリート

遮水シート（二重）

浸出水

調整槽 散水槽

　前処理・浸出水処理施設
　

　前処理工程で発生する洗浄排水と廃棄物
の埋立や人工散水によって発生する浸出水
を併せて処理します。この処理水は、前処
理工程の洗浄用水と埋立地への人工散水に
再利用します。この水循環によって無放流
を達成します。

●　浸出水循環システム(無放流)＜施設ゾーン＞

■

■
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●　浸出水循環システム(無放流)フロー＜施設ゾーン＞

●

水中に溶けているカルシウムや
重金属などを大きな粒子にし、
沈殿させて除去します。

水中の有機物を微生物の
餌として除去します。

水中の濁りなどを除去します。 ろ過材として砂を用い、沈殿
しにくい濁りを除去します。
また、わずかに残った有機物
などを除去します。

浸出水処理水から塩分
を分離します。

散水または前処理用水として衛生
的に使用できる水にします。

浸出水量と水質の変動を
緩和します。

処理
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処理

１
処理
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処理
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処理
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処理
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前処理施設
洗浄用水槽へ

前処理施設
洗浄排水槽

流入調整設備 前凝集沈殿設備 生物処理設備 凝集沈殿処理設備 高度処理設備 脱塩処理設備 消毒・処理水貯留設備

循環システム(無放流)

覆土 廃棄物

調整コンクリート

保護土

■　遮水シート
　
■■　漏水検知システム
　

８ ８

浸出水原水

埋立地

前処理施設

浸出水処理施設



●　各施設の役割＜里山保全ゾーン＞

最終処分場の周辺と北側のエリアを市民のレクリエーション活動に利用できる場として整備します。

９



●　環境保全対策

対策① 循環システム（無放流）
埋立地からの浸出水は、すべて場内で循環
利用します。（無放流）

対策② 動植物・生態系の保存
改変区域内に生息、生育する動植物につい
て、必要に応じた移植等、環境保全措置を行
います。

対策③ 景観の保全
周辺の自然環境に馴染むように施設整備を
行います。

対策④ 騒音・振動の発生抑制
工事車両及び搬入車両の適正な走行速度の
厳守を指導し、騒音・振動の発生抑制に努め
ます。

対策⑤ モニタリング調査の実施
・最終処分場の建設前・建設中・埋立中及び
埋立終了後にわたり、周辺環境への影響に
ついてのモニタリング調査を継続的に実施し
ます。
・地域の皆さんにモニタリング調査結果を公
表します。
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